
2018年 12月 9日

「旧約の信仰者たちの手本 l ダビデ 0 (1]:32～ 34)

■は じめに

1.手紙の背景と執筆 |1的

(1)ヘブル人への手紙を書いた著者、そ してこの手紙を受け取った読者 も、直接イエス

を見聞きしたことはない第 2世代のユダヤ人信者であるc

(2)こ の手紙が書かれた時期は、紀元 64年から 66年頃 と推定 される.ユ ダヤ人の間

でローーマ帝国に対する反乱の機運が高まる中、愛国主義的な同胞たちから教会に

対する迫害が激 しさを増 していた。

(3)―一部のユダヤ人信者の中には、迫害を鎮静化するため、いったんエルサ レムの神殿

祭儀に戻ろ うとい う動きが出始めた。この背教の動きに対 して、著者は警告のため

にこの手紙を書いた。

(4)警告は、肉体の滅びを招 くとい うことであって、霊的な救いを失 うことではない。

2.手紙の内容 と 11章

(])ユ ダヤ教の三本柱は、「天使」、「モーセ」、「レビ族アロンの家系の祭 司による祭儀」

である.著者は、手紙の前半で、神の御子であるメシアは、天使にも、モーセにも、

そ してアロンにも千′憂ることを教えるc

(2)手紙の後半は、前半の教えに基づき、信者はどのように歩むべきかを説明するcそ

の中で、11章は、 1日 約聖書に記録 された信仰の先輩たちの手本にならお うとい う

部分である。時代を追って、

① 族長時代以前 :アベル、エノク、ノア

② 族長たちの時代 :ア ブラハム、イサク、ヤコブ、ヨセフ

③ 出エジブトから荒野の旅 :モーセの両親、モーセ、イスラエルの人々、ラハブ

① 士師記の時代前期から二人の士師、ギデオンとバラク (時期的にはバラクが先)

⑤ 士師記の時代後期から二人の士師、サムソンとエフタ (時期的にはエフタが先)

⑥ 士師記の時代の後、王ダビデと最後の士師であり預言者であるサムエル

①  「預言者たち」は原文では、「またダビデとサムエルと預言者たち」とあり、

サムエルの後に続いた預言者たちを指している(、

(3)前回までに、「サムエルの晩年とダビデの登場」、「ダビデ① 20歳から30歳 【王

となる】まで」、|~ダ ビデ② 30歳から50歳 【ソロモンの誕生】まで」

(4)本 国は、「ダビデ0 50歳から70歳 【ダビデの死1ま で」

■サムエルの晩年 とダビデの登場  (BC1028-BC 1020)

1.ダ ビデは、少年のときに預言者サムエルから油を注がれた。少年 らしい一途な信仰でゴ

リアテを倒 し、サ ウルに登用 されるが、ダビデに自分の地位が脅かされると恐れたサウ

ルに命を狙われることになった。

2.10代 後半のダビデを支えたのは、第一にヨナタン (サ ウルの子であるが、ダビデを愛

し契約を結んだ友 )、 第
~■

に預言者サムエル (師 )、 そ して第二に神が集めてくださった

勇士たち (最初は 400人、問もなく 600人 )で あつたc

3.逃 亡中のダビデ 20歳のときに、サムエルがこの世を去った。
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■ダビデ① 20歳から30歳 【王となる】まで  (BC 1020-BC1010)

1.20歳 から 30歳 にかけて、ダビデの信仰を成長させたのは、苦難の中での忍耐であるc

2.逆 境の中で忍耐が切れそ うになるときがある。特にブライ ドを傷つけられた ときであ

るc自 分を侮辱 したナバルに対 して復讐 しようとしたダビデ、それを止めたアビガイル。

彼女は、逆境の中にあるダビデを、信仰をもって支える妻 となった。

3.苦難の中で希望を失 うこともあるの しか しヽ主は見捨てない。

(1)逃避生活 10年、28歳頃となっていたダビデは、ついに国外に出て、ガテの王アキ

シュを頼 り、ペ リシテ人の地に寄留 して しまった。ダビデ と部下 600人 は、略奪

隊となってネゲブ地方の町々を襲 うとい う生活に陥る。そ して、寄留 して 1年 4か

月、ベ リシテ人とイスラエル との戦いが起きて、ダビデたちはベ リシテ軍として従

軍することになる。

(2)し か し、アキシュ以外のペ リシテ人の領主たちはダビデヘの不信を表明 した。ダビ

デたちは陣営から外 され、寄留地へ帰 らされる。帰 りつくと、寄留地は無残な姿c

アマ レク人の略奪隊に襲われ、ダビデの二人の妻、そ して部 下たちの家族仝員が奴

隷 として連れ去られた後であった。部下たちは、このような結果になったのは、ダ

ビデの責任であるとしてダビデを石打ちの刑にしようとした。異邦人の仲間にな

って しまい、神のみこころから外れたからだ、と思ったのか しれない。

(3)ダ ビデは 「主によって奮い立つて」、600人 の部 下とともに必死でアマ レク人の略

奪隊を追いかけ、家族を取 り戻す ことができた。

(4)ペ リシテ人 とイスラエル との戦いでは、イスラエルが敗れ、サウル王は死んだ。ダ

ビデは、「主に伺って」、ユダの地に帰還 し、ヘブロンに入つたcユ ダ族はダビデを

王 とした。 このときダビデ 30歳。

■ダビデ② 30歳 から50歳 【ソロモンの誕生】まで  (BC1010-BC990)

1.は じめはユダ族の工となったダビデ、37歳では全イスラエルの王とな り、エルサ レム

を新 しい王都 とした。

2.イ スラエルの新 しい王を滅ばそ うとしたぺ:リ シテ人の 2度 にわたる攻撃を退ける。

3.ネ中の箱をエルサ レムに運び上り、ダビデの幕屋による賛美礼拝を始める。

4.ネ申殿を建設 しようとしたダビデに、主は預言者を通 して、それを止められる。神殿建設

はダビデ本人ではなく、ダビデの子がすべきこと、ダビデの家系からメシアが出て永遠

の王国を治めることが告げられた (ダ ビデ契約 )。

5.ダ ビデは、内政においては正 しいさばきを行い、外交軍事においては周辺諸国を次々と

平定 していったc対アモンでは会戦に勝利 し、首都 ラバを包囲するところまできた。

6.年 が改まり (春 になって )、 本来であればダビデも出陣するはずであったが、体力的に

疲れが うかがえる。将軍ヨアブに全軍の指揮を任せ、ダビデはエルサ レムに残ったcこ

のとき、ダビデは部下ウリヤの妻 と姦淫をし、それを隠すために謀日1準 に用いてウリヤを

戦死 させて しまった.ダ ビデ 48歳頃 と推定される。

7.主 は預言者ナタンを通 して、ダビデに対 し、罪の刈 り取 りを宣告する。
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(1)宣告の内容

① 第一に、ダビデの家から剣が離れない

② 第二に、ダビデに近い者が自昼公然とダビデの妻たちよ
`1書

る̀
_

③ 第二に、ダビデは死なないが、姦涯によって生まれた子は病死する

(2)神 は、罪を必ず罰するお方である。

① これは旧約聖書に記された永遠の原則である。新約時代の私たち信者にも適

用される。

② 私たち新約の信者も、旧約時代の信者ダビデも、救いを受けるのは、イ重皿産通

して恵み 、である.そ して一度受けた救い=永遠のいのちは、いかな

ることがあっても失われることはない。

③ しかし、犯 した罪の結果は、この地 ヒで刈 り取らねばならない。この場合、家

長が罪を犯すと、そのさばきは家族の者に及ぶG工が罪を犯すと、そのさばき

は民に及ぶ。

(3)こ こでのダビデの罪の刈 り取 りは 3つ とも、家族の者に関係する。

① 第二の刈 り取 りはす ぐ、現実 となる.ただ し、その子の霊魂の行先は、信者ダ

ビデが死んでから行 くところと同 じ、すなわち、よみ困 シェオールの中の「慰

めの場所」、別名 「アブラハムのふ ところ」である。

② 第 ・と第二の刈 り取 りは、ダビデの 50歳 か ら 70歳の間、さらにその死後に

まで続いて起きるc

8.ダ ビデは、主の前に罪を告白し、赦 された (そ の詳細は、詩篇 51)

(1)赦 された とい う確信に立って、ダビデは妻バテ・シェバを慰めることができた。そ

して二人の間に、子が生まれた。

(2)ダ ビデは、その子にソロモンと名付けた。その名は、神殿を建てるべき後継者の名

として主か らあらか じめ示 されていた名であった (I歴 22:9)。 主は、これに応

答 してくださり、預言者を遣わ して、「その子はエディデ ィヤ (主 に愛 される者 )

と呼ばれ る」 と告げた。ダビデはこのとき、50歳頃 と推定され る。

本 国のアウ トライン

1.本 FIは、「ダビデ③ 50歳 から70歳 【ダビデの死】まで」です.

2.関連箇所は、 IIサ ム 13章から I列 2章 まで、ですGかなりのボリュームなので、まず

全体像を、次のペーヽジの表、「ダビデの妻たちと 19人の息子たち」により説明します。

ここで見るのは、罪の刈 り取 りの宣告のとおりになっていくことです。あまりに厳 しい

という印象がありますが、次の 2点を理解することが大切です。

(1)「 多く与えられた」ダビデが犯した罪ゆえの刈 り取 りであること (Ⅱ サム 12:7～

9、 ルカ 12:48)

(2)これ らの出来事は、神によって仕向けられたことではなく (ヤ コブ 1:13)、 親か

ら子へ と引き継がれている罪の性質によるものであること (ヤ コブ 1:14～ 15)

3.Ⅱ サム 13章から 1列 2章のあらましを、レジメに沿って説明 します。

4.Ⅱ サム 24章 「アラウナの打ち場」が持つ意味を、 1歴 21章 を照 らして学びます c

によって
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ダビデの妻たちと 19人 の息子たち (Ⅱ サム 3:2～ 5、 5:13～ 16、 I歴 3:1～ 9)

結婚時期 妻の名 子の名 子の記事 〔 】は妻について

～18歳 ミカル 【サウル王の二女、子なしl

20代

(荒野)

アビガイル キルアブ

(ダニエル)

次男 【ナバルの妻であったが、夫の死後、ダビ

デと再婚っ苦難の時にあったダビデを支

えたI  械争 に巻 きまれていない

ア ヒノア ム ア ム ノン 長 男 父ダビデが 50歳代前半の頃、タマ

ルを犯 して辱めるcその 2年後、ア

ブシャロムにより殺 される。

30^V37:歳

(ヘ ブロン)

マ ア カ

ゲシュルの工

タルマイの娘

アブシャロム

hlr 5-<t>

三男 アムノンを殺 して後、3年間国外の

グシュルヘ逃亡、2年間自宅軟禁 c

4年間、人心掌握につ とめて、つい

にクーーデター。60歳代なかばのダビ

デから王位を奪 うも、ダビデの家来

との戦いに敗れて、殺 される。

t:*a- ア ドニヤ

父ダビデを悩

ませたことが

ない息子で、

非常な美男子

(1列 1:6)

四 男 父ダビデが 70歳に近 くなった頃、

将軍 ヨアブ と祭司エブヤタルの支

持を受けて王になることを図るが、

ダビデは ソロモンを後継者 とす る

ことを宣言cダ ビデの死後、「上位は

私のものであるはず |と 言った うえ

に、ダビデのそば近 くで仕えた女ア

ビシャグを妻 として求めたために、

ソロモンによって殺 された。

アビタル シェファテヤ 五 男

エグラ イテ レアム 六 男

48歳頃

(ェ ルサ
‐レム )

バ テ・シェバ

I歴 3:5

シャムア

シ ョバブ

ナ タン ´́´́

ソロモ ン ´́´́´

‐ナ タン→マ リヤ (ル カ 3i31)

ソロモ ンー〉エ コヌヤ (エ レ 22:24～

30)→ ヨセ フ (マ タ 1:6～ 16)

37歳 ～

(エ ルサレムリ

つ

・ I 7 t.tv
つ

・
エ リシュア

つ

・
エ リフェレア I歴 3:6

つ

。 ) )it. I歴 3:7
つ ネフェグ

つ ヤフィア

つ

・
エ リシャマ

つ

・
r tl . 4. .Lt'

つ エ リフェレテ
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■ダビデ③ 50歳から70歳 【ダビデの死】まで  (BC990-BC970)

1.長男アムノンが、三男アブシャロムの妹タマルを犯 し、辱める (Ⅱ サム 13:1～ 22)

(1)ダ ビデは、事の一部始終を聞いて激怒するも、アムノンを罰 しなかった (21節 )

(2)ア ブシャロムはアムノンを憎むが、復讐の機を うかが うために黙る (20、 22節 )

2.満 2年後、二男アブシャロムが、羊の毛の刈 り取 りの祝いの席に、王子たちを招待 し、

長男アムノンを殺す (Ⅱ サム 13:23～ 36)

3.三 男アブシャロムは、母の実家であるゲシュルの工のもとに逃げ込む (Ⅱ サム 13:37

～39)。 ・ 。3年間

4.将 軍 ヨアブの仲介により二男アブシャロムをエルサ レムに呼び戻すが、ダビデはアブ

シャロムを自宅に引きこもらせた (Π サム 14:1～ 28)・ ・ 。2年間

5.ア ブシャロムは、将軍 ヨアブの畑に火をつけるとい う強硬手段に訴えて、ダビデに面会

する機会を得るc、
アブシャロムはダビデから赦 しを受ける (Π サム ]4:29～ 33)

6.ア ブシャロムは私兵 50人 を雇って成容を整え、人心を 「盗んだ」 (Ⅱ サム 15:1～ 6)

7.4年 後、アブシャロムがクーーデターを起こし、ダビデは側近 とともにヨルダン川を渡 り、

マハナイムにまで落ちのびる (Ⅱ サム 15:7～ 17:24)

(1)罪の刈 り取 り第二・・・Ⅱサム 16:21～ 23

8.ダ ビデの家来たちとイスラエル軍 との戦い、三男アブシャロムの死、グビデの帰還 (Π

サム 17:25～20:22)

9.ダ ビデが上であった期間にあった出来事 (Ⅱ サム 21章 )

(1)3年 間の飢饉、その原因と対応 (1～ 14節 )

(2)ペ リシテ人 との戦いでダビデが疲れたこと (15～ 17節 )

(3)そ の後のペ リシテ人との戦い (18～ 22節 )

10.ダ ビデの歌 (Ⅱ サム 22章 )

11.ダ ビデの最後のことばとダビデの勇士たちの名簿 (Π サム 23章 )

11年

]2.ダ ビデの人 |¬ 調査事件 とアラウナの打ち場 (Ⅱ サム 24章、 I歴 21章 と22:1)

(1)サ タンがイスラエルに逆 らって立ち、ダビデを誘い込んで、イスラエルの人口を数

えさせた (I歴 21:1)

(2)こ の命令で、工は神のみこころをそこなった (I歴 21:7)

(3)主はイスラエルに疫病を下されたので、イスラエルの うち 7万 人が倒れた (I歴

21 :8´‐14)

(4)主の使いは、預言者ガ ドを通 して言った.「 ダビデは上って行って、エブス人オル

ナンの打ち場に、主のために祭壇を築かなければならない。」 (I歴 21:18)

(5)打ち場 と牛を銀 50シ ェケルで買った (Ⅱ サム 24:24)

(6)そ こに主のために祭壇を築き、全焼のいけにえと和解のいけにえとをささげて、主

に呼ばわった。すると、主は全焼のいけにえの上に天か ら火を ドして、彼に答えら

れた (I歴 21:26)

(7)そ こで、ダビデは言った^「 これ こそ、神である主の宮だ.こ れ こそ、イスラエル

の全焼のいけにえの祭壇だ」 (1歴 22:1)

(8)そ の地所代 として、金のシェケルで重さ 600シ ェケルにあたるものを、オルナン
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に与えた (1歴 21:25)

13.ソ ロモンを呼び、ネ申殿建設を命じる (1歴 22:2～ 19)

14.四 男ア ドニヤが自らIと なろ うとするも、ダビデはソロモンを上とする (I列 1革 )

15.イ スラエルのすべてのつかさ、祭司、 レビ人を召集する (I歴 23章～29章 )

(1)召集 した人々について (I歴 23:3～ 27章 )

(2)ダ ビデの命令 (I歴 28章～29:25)

16.ダ ビデのソロモンヘの指示 (1列 2:1～ 9)

17.ダ ビデの死 (1列 2:10～ 12、 I歴 29:26～ 30)

18.四 男ア ドニヤの死 (I列 2:13～ 25)

■ 「アラウナの打ち場」が持つ意味

1.Ⅱ 歴 3:1「 こうして、ソロモンは、主がその父ダビデにご自身を現 された所、すなわ

ちエルサ レムのモ リヤ山上で主の家の建設に取 りかかった。彼はそのため、エブス人オ

ルナンの打ち場にある、ダビデの指定した所に、場所を定めた」

(1)ソ ロモンが神殿を建てた場所は、Ⅱ歴代誌では「オルナンの打ち場」とある。Ⅱサ

ム 24章の 「アラウすの打ち場 |と 同 じ場所である.神殿は、ダビデがサタンに誘

惑 されて犯 した罪 「人 |_1調査」を|1賣 うために祭壇を築いた場所に建てられたこ

(2)そ の場所は、「モ リヤ山上」とも、ある。神殿若Iか ら 1063乃 至 1070年 前に、ア

ブラハムがイサクを捧げた山である (創 22:2)。 これは、主がアブラハムに与え

た 「試練」 (創 22:1)、 テス トであった。何のためのテス トかとい うと、アブラハ

ムが内側に持っていた復活信仰を明らかにするためであった (ヘブル 11117～ 19)

(3)よ って、神殿は、サタンに誘惑 されて犯 した罪を贖 うための祭壇を築いた場所であ

るとともに、復活信仰が明らかに表明された場所に建てられたとい うことである。

(4)神殿の高 さは 30キ ュビ ト (I列 6:2)であるが、山頂部の上に位置 した内堂=至

聖所は 20キ ュビ トの立方体 (I列 6:16、 20)で ある.

① 神殿は、アラウナの打ち場すなわちモ リヤ山の山頂部を削ることなく、その部

分はそのままにして、その 卜_に 至聖所が設けられた、と推測されるこ

② 現在、エルサレム神殿跡の中央には黄金色に輝くモスクが建っているcイ スラ

ムではこれを 「岩の ドーム」と呼び、モスクの中の岩を、「アブラハムがイシ

ュマエルを奉献 したモリヤ山上である」と主張しているcしか し、モスクの北

側には、山の山頂部が少し頭をのぞかせている所があるcこ こが、本当のアラ

ウナの打ち場であったと推定される。

I列 6:1「 イスラエル人がエジブ トの地を出てから480年 目、ソロモンがイスラエル

の王となってから 4年 目のジブの月、すなわち第二の月に、ソロモンは主の家の建設

に取りかかった」→神殿は、出エジブ トと関係がある。

(1)中 命記では、
「
主がご自分の住まいとして御名を置くために、あなたがたの全部族

のうちから選ぶ場所」として預言されていた (申 12:5、 11、 14、 18、 21、 26、

16:2、 6、 11、  15、 16、 17:8、  10、 18:6、 26:2)

(2)イ スラエルの使命は、出 19:5～ 6。 その成就は、イザヤ 2:2～ 4、 56:6～ 7、 エ

ゼ 37:24^ヤ 28、 ゼ カ 8:3、 20^V23。
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